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G-CSF製剤（穎粒球コロニー刺激因子）の皮下注射時における

痛みに関する実態調査
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半構成的西i妾および質問紙を用いて調査した｡１BASスケー

ルは皮下注射直後に患者に画妾記入してもらい､質問紙は

あとで回収した｡カルテや看護記録からも情報ﾙﾋﾞ集を行った。
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また看護師にも質問紙を用いて

7．データの分ﾗ|ｿﾞTﾌﾟﾌｫ:lEi：同一対寡

皮下注射ＵＤＩ犬況を調査周東〔血液･呼吸器ﾜｼﾞﾄﾞ§|)では造血紐lifZI多植や末梢Imj幹；iHIIf｡i製 した。

7．データの分うりTﾌﾟﾌ法:同一対象が複ﾖijd｡皮下注射を受けてい

る場合１．Ｍhｓ力撮も大きい皮下注射U､場面を園尺した｡痛

みの主観が最も強い場面(注射した時菊夜注入時注射終

了直燭を抽出し､佐伯らの分類2)を参考に、この場面にお

いて対象を痛みありMS4cm以-,なしMS4cm未闘の２

群に分(大Ｘ２検定､ManlrWhitney検定を用いて比較し

た。

8．倫理蝕酒日慮:研究の主旨を用紙で説明し、同意書をもって

承諾を得た｡情報kjliil密厳守し研究の目的以外で使用しな

いこと、また研究参加を同意した後も中断可能で今後の医

療環瀞こは影響b§ないことを保証した。

.-｣二｣を小、手1, ■。冊１日、

DOB年３月の１年借旧、２土

0％)でＬＬ時F1Hllでは、5回用】ﾌﾟｾﾞﾘ､Mま人l完483毛

、のべ1630回年であった。

､皮下注射は118名(1063回

隔至馬141牝風雁lzqlh器；実用朋孚

そのうち点滴H遇与は５６名(567回

さらに同一患者に対して反復らくの場合弓皮Ｗ三彊射でま

・・：).ﾛ.､は`uUnl，；:岩：

一〃』あるため、ヨ陳WBi6ZEの薬lFZやｋ掩

；司東では看調EIUの経諭

￣￣Ｃ６と詔、､ｉ

支同=E射を反圃３１

薯みをｌ＝ Ⅲ結果

1．患者のアンケート結果俵12参１１鳶0

27名144件のアンケートが得られた。

平均年齢:59.4歳M38ﾍﾉ76詞性別:男性17名女性10名疾

患:111液疾患(急性･慢性胃f3i性白血病､非ホジキンリンノ種

多発l蛸f謎腫､クロウフカセf孟猴I輔11名呼吸器疾患OlHjI勤１２

名，ドナー4名
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１）注射した時(針をさした闇(以後Ⅶｓｏの痛み：0.1～

7.9cm(平均1.8c､、

２）葵y夜注入B寺(以後NElSOの痛み:O～8.3cm(平均3.3cm）

S）注射終了直後(以後NElSC)の痛み:Oﾍﾉ7.5cm(平均1.0cm）

３．締＋

KEIS②の痛みの平均が3.3ｃｍと最も痩痛が強く、1EIS②のﾘﾖ1Ｆ

痛あり、なしの2群燗で有意な差が見らｵ[たのは､ＯＣＢ班､製剤

の単bhP=0.034)であった。

４．看護師のアンケート結果

ＩｈＨ９\Y方Y団

Ⅲ

ｿ丙H夢R人1尾二PでＧＣＳＦ皮卜tE肘を受

､３鯛:2003年11月~2004年９月
'４嚇凍病棟6階

'５ﾃﾞｰﾀの收集内容:痛みの主観と皮下注射の#鱸に関連す

’ると思われる項目およびﾃﾞﾓグラフィックﾃﾞｰﾀ
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いて有意な差は見らｵTずく単位で有意な差が見られた｡製剤に

よる週、が見られなかったことについて､表１２の００SF製剤

の種類と単位を見'てみると､それぞれの製剤使用患者が少なく、

有意な差が得られなかったものと考えられる。そこで単位の大

きさを見てみると表１２からも分かるように､250ﾍ600αｇと

いう大きい単位を施注しているのは血液･呼吸器疾患患者では

なくﾄﾞﾅｰであった｡一般的に溶解量(皮下注射の量)が多いほう

ｶﾂ雷、浸透圧lニヒが高い方ｉ６ｖ篇みを感じやすくなるとされてい

るカミ今回のアンケート結果では対象者のうち皮下注射の単位

が大きいドナー4名のうち３名はNHlS4Cm以上の痛みあり群に

入っており、やはり皮下注射量や単位が大きいほど痛いことが

言えると思われる。また痛みのH鱗調査では､GOSF製剤につ

いては溶解量の違いについての報告、エリスロポエチンについ

ては添b[済Ｉの連』,､についての指摘もあり、今後さらに検討b泌

要と考えられる。

繰り返される化学療法に伴う骨髄抑制のため患者はＧＣＳＦ

製剤を繰り返し皮下注射することを余儀なくされている。また

ドナーも同様ﾗk梢血斡細胞採取に合わせ白血球を増やす必要が

あるたぬ数曰前からOCS班､製剤の施注を開始し､採取終了ま

で続く。当病棟ではImjii疾患では特に白血病､呼吸器疾患では

肺癌患者と悪性疾患患者が多い｡そのため自分の命を守るた

め､病気と闘うために､痛い検査や処置を受けＭしようとする

思い力強く、痛みのとらえ方として[治療だから仕方ない」と

いうアンケート結果が多かったと推測される。しかし病気では

なくドナーとして入院した４名を見てみると痛みなし群の１名

を除き３名とも沙しでも痛くないほうがよい｣と答えている。

これはやはり自分は病気ではないため､瘡痛を伴う皮下注射に

対して治療だから仕方ないと思えなかったのではないかと考え

られる。しかしながらドナーは､末梢血斡細胞採取のため単位

の大きいＧＣＳＦ製剤を２回曰の割合で数曰皮下注射しなけれ

ばならず；今後はGOS記､製斉(bD単位が大きいと痛いということ

を踏まえて、善意のドナーに少しでも痛くない皮下注射の方法

を検討していく必要があると思われる。

今回､１４４件のアンケートによって当ﾘﾗii東看護師のさまざま

な声かけや工夫が見られた。注射の焦痛緩和方法として事前の

十分な説明､話しかける、気分転換を図る4)などが有効と言わ

れている。この調査では看護inの工夫と痛みの関係については

分析を行わなかったカミ様々な工夫があるということをこの研

究を通して病棟にフィードバックすることで､よりよい看護b§

提供できるようになると思う。

経験年数:1年目３件２ﾍ8年目６件４｢~9年目11件１０年

目以上7件

余裕をもって皮下注射できた：はい25件いいえ２件

144件でみた看護ＩＦの工夫:表S参照

Ⅳ考察

皮下注射という行為の中でiLMAS②の痛みの平均b§3.3ｃｍと

最も大きく、薬y夜注入時b痛いことが分かった。これは､薬液

注入という皮下組織の侵襲による痛みが強かったのだと言える。

全く痛みがないMSOcnDと答えた患者もいた爪皮膚に針を刺

したときや､菊夜注入時に全く痛みを伴わないことはないので

はないかと思わ↑lる。注射時Ｕ､手技の巧拙や患者への説明とそ

の理解の程度により痛みの感じ方に差が出ると考えられる3)と

の報告もあり、これは研究者の説明不足で研究目的を十分理解

されなかったことやく個人の痛みの域値に関係しているのでは

ないかと思われる。痛みには個人差があり、過去の体験やく感

情年齢ddI図皮質の璽露などと関係しているの｡そこで痛みの

影響因子についてみてみると､表L2のように年齢へGPOSF製

剤の単位までアンケートをとり分析を行った力ｉＧＯＳＦ製斉形、

単位以外では今回いずれも有意な差は見られなかった。しかし

痛みはさまざまな外う腰因に影響されるために、その評価は一

元的ではなく、身体のみならず：精神ＤＪ型社会生活の要因を

分析し多元的に行う必要5)があり、今後さらに個々人に対して

事例検討を行１１k効果的なアセスメントを実践し痛みを詞Ⅲけ

る必要ｹｳﾐあると考えられる。

当病棟では治療上､ＧＣＥ躯､製剤b§ほとんどの場合反復投与さ

れている。今回の調査でも27名144件のアンケート結果が得

られ､入院j(燗にF平均5.3回支下注射されていた。そのうち抽

出された27件のアンケート結果では､表lのように痛みあり群

の皮-F注射の回数は全員２回以上であった。同一:1M立での反復

投与は硬結をつくって吸収の妨げになったり，刺入B寺の１客痛が

増す6>と言われており、今回は対象者が少なく皮-F注射の回数

で有意菫は見られなかったものの､反復投与で痛みが増す煩句

が見られた｡また､当科ではGCSF製剤としてレノグラスチム、

フィルグラスチム(商品名グラン)、ナルトグラスチム(商品名ノ

イアップ)が使用されているカミどの製剤を使用するかは主治医

の指示であり、今回は実態調査として対象者は特に種類に関わ

らずＧＣＳＦ製剤使用患者とした｡エリスロポエチン皮下注射時

における痛みの調査7)では製剤によって違いがみられたが､今

回の私たちの研究では結果としてこれらの製剤ごとの違いにつ

－１１３－



S)森本昌宏:痛みの諏匝痛みと臨床(1345-9023)２巻2畳

p220226,2002

今にlのbH9Eは弓司韮調査であったが辰FIHPh

支の統一も勇覇Ｗ､統一、注射盆卜の統一、皮何ヨ

６）IdenoKeiko:皮~F注射、筋肉内注射、月間ナーシン久

VbL18,Nb､7J069,1998

７）横井美起子他:エリスロポエチン製剤一皮下注射時におけ

る痛みの調査一、透析ケアＶＭ,NO4p74-77値しページ

386-389）,1998
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冤隔の軽l威曰本５２i血紐lIfm陶喧学会2003ポスタ

l1LSuYmLoct、DZ7-mX］

反ﾄﾓﾆﾋﾞ射時の痛みの検冒

県i了期腎不全患者をﾇij象に￣、曰本掴ﾁ別居学会ｈＤ１７４２０Ｃ

勤騰どり監修…看織の蝉6柵□図Ⅲ各皮下注射時のVAS腕力
表お.看護師のｱﾝｹｰﾄ結果(144件）
皮 注射時の工夫（声掛け）

酎酎時》Ⅷ

痛くないよう努力します、今から白血球上げる薬します

注射します、失礼します、ちょっとチクッとします、刺します

薬入ります、あと半分です、もう少しです

はい終わります、針抜きます

痛いですよ、力抜いてください、早く白血球上がるといいですね

皮口蠅肛夫㈱
石５１医子ｦ7万巨三Ｚ７三三Ｆ

薬剤を室温に戻す、皮下注射の部位を強くつまむ、皮下注射後しばらく圧迫

丁寧に説明しながら皮下注射､雑談しがら皮下注射、他患者と話をしている間に皮下注射

希望部位に皮下注射、希望体位で皮下注射、ワッテで軽くマッサージしてもんでから皮下注射
｢皮下脂肪多いところに打つと痛くなかった」といわれ相談のうえ皮下注射

ゆっくり薬液注入、皮下注射部位をつまんだまま薬液注入

臥床時に皮下注射するほうが看護師の手が安定

ﾄﾞﾅｰの皮下注射500Pg(250ug×2刺を２回刺すより１回で打ったほうがよいといわれた

GＣＳＦ製剤を冷所から取り出してすぐに皮下注射したためか「今日のは痛い」と言われた
患者自身も皮膚をつまんで痛みを紛らわそうとしていた

初回アンケートするとのことでどれだけ痛いかと不安だったと言われた

－１１４－



表1．患者のアンケート結果(痛みあり群）
甲者午齢庄励」疾申別蒲カリて蒲し検査施注口数痛みのとらえ刀熟睡感の睡眠剤の除痛剤の不安の有ＬらｂらしＧ－ＣＳＦ製剤の種Ｇ－ＣＳＦ製剤

あるの経験 有無使用使用無てＵる力類の単位(αg）

５０トナーＩＵＺりょＬほっ力よ↓なしよし１，ｌｘ２口目以しでよしよしレノクフスチム５００

２５５女性トナーＵＵｘあり２□目以上′しても痛くな↓Ｉまつ力よⅡありなしなしなしＩｂｘレノクフスチム５００

３３９男性トナーはＩあり２□目以上少しても痛くな(，ほつ力よ↓ありなしなしありⅢえフィルクフスチム６００

４４９女性血液は↓あり２□目以上注射は痛↓ものと割り切ってＵるなしなしあり（塩あり１，１,えレノクラスチム２５０
酸ﾓﾙﾋﾈ）

５６１男性血液はＩあり２□目以上Ｉﾄﾑ療ナカら仕方な↓ なしありなしなしOＵえナルトグフスチム100

６６４男性血液は0あり２口目以上語療ナカら仕方なＩ ありありなしありは1，フィルグフスチム７５

３９女性呼吸器はい よし２回目以上 ありありよしありｌいいえナルトグラスチム５０
６３女性呼吸器はい あり２回目以上

1０６８男性呼吸器はい なし２回目以上
あ，ありあり(，｡伽ｌはいロ

１００

ありよしなしありいいえナルトグラスチム１００

￣

￣

(Ｊ１

一ナ
液
液
液
液
液
液

ド
血
血
血
血
血
血

はいあり２回目以上

はいあり初回

いいえあり２回目以上

いいえなし２回目以上

ありなしなしありはい レノクラスチム２５０

ありなしなしありいいス フィルグラスチム７５

ありありなしありいいス フィルクラスチム７５

ありありなしなしいいえ フィルクラスチム７５

ありありなしありいいえフィルクラスチム７５

なしなしなしありはい レノクラスチム１００

ありなしなしありいいえ レノグラスチム100

血液いいえあり２回目以上

はい あり２回目以上

はいなし初回

上
上
上
上
上
上
上
上

以
以
以
以
以
以
以
以

回
目
目
目
目
目
目
目
目

初
咀
狙
狙
咀
咀
狙
狙
狙

￣m■いいえレノクラスチムｌｏｏ
－閃一閃一一いいえフイルグラスチム７５
－ヨ阿一胴一閃■いいえナルトグラスチム５０
ありなしあり（ボルなしはい

ﾀﾚﾝ錠）

ありありなしいいえ

ありありなしありはいレノグラスチム１００

ありありなしなしいいえレノグラスチムｌＯＯ

いいえありなしなしありフィルグラスチム７５

なしありなしありはいフィルグラスチム７５

～－－〆

表２患者のアンケート結果(痛みなし群）

患者 年齢 性別 疾患別 痛がりで

ある

痛い検査

の経験
施注回数 痛みのとらえ方 熟睡感の

有無
睡眠剤の

使用

象痛剤の

使用

不安の有

無

いらいらし

ているか
Ｇ－ＣＳＦ製剤の種

類

G-CSF製斉Ｉ

の単位(αg）

１ 5０ 女性 ドナー いいえ あり 2回目以上 少しでも痛くないほうがよい なし なし なし なし いいえ レノグラスチム 500

２ 5５ 女性 ドナー いいえ あり 2回目以上 少しでも痛くないほうがよい あり なし なし なし いいえ レノグラスチム 500

３ 3９ 男性 ドナー はい あり 2回目以上 少しでも痛くないほうがよい あり なし なし あり いいえ フィルグラスチム 600

４ 4９ 女性 血液 はい あり 2回目以上 注射は痛いものと割り切っている なし なし あり（塩

酸ﾓﾙﾋﾈ）

あり いいえ レノグラスチム 250

５ 6１ 男性 血液 はい あり 2回目以上 治療だから仕方ない なし あり なし なし いいえ ナルトグラスチム 100

６ 6４ 男性 血液 はい あり 2回目以上 治療だから仕方ない あり あり なし あり はい フィルグラスチム 7５

７ 6５ 男性 血液 はい あり 2回目以上 少しでも痛くないほうがよい あり あり あり（アン
ヘ゜ツク坐

薬）

あり いいえ レノグラスチム 100

８ 3９ 女性 呼吸器 はい なし 2回目以上 治療だから仕方ない あり あり なし あり いいえ ナルトグラスチム 5０

９ 6３ 女性 呼吸器 はい あり 2回目以上 治療だから仕方ない あり あり あり（ﾌﾟレ
ﾍﾟﾉﾝ）

あり はい レノグラスチム 100

10 6８ 男性 呼吸器 はい なし 2回目以上 治療だから仕方ない あり なし なし あり いいえ ナルトグラスチム 100

患者 年齢 性別 疾患別 痛がりで

ある

痛い検査

の経験
施注回数 痛みのとらえ方 熟睡感の

有無

睡眠剤の

使用
除痛剤の

使用

不安の有

無

いらいらし

ているか

Ｇ－ＣＳＦ製剤の種

類

Ｇ－ＣＳＦ製剤

の単位(αg）

11 3８ 男性 ドナー はい あり 2回目以上 今までで一番痛くない注身 あり なし なし あり はい レノグラスチム 250

1２ 4８ 女性 血液 はい あり 初回 治療だから仕方ない あり なし なし あり いいえ フィルグラスチム 7５

1３ 7４ 女性 血液 いいえ あり 2回目以上 治療だから仕方ない あり あり なし あり いいえ フィルグラスチム 7５

1４ 7６ 女性 血液 いいえ なし 2回目以上 治療だから仕方ない あり あり なし なし いいえ フィルグラスチム 7５

1５ 5６ 男性 血液 いいえ あり 2回目以上 痛いと思わない あり あり なし あり いいえ フィルグラスチム 7５

1６ 5７ 男性 血液 はい あり 2回目以上 治療だから仕方ない なし なし なし あり はい レノグラスチム 100

1７ 6２ 男性 血液 はい なし 初回 瞬間的やしどうってことない あり なし なし あり いいえ レノグラスチム 100

1８ 7２ 男性 血液 はい なし 初回 治療だから仕方ない あり なし あり（MSｺ

ﾝﾁﾝ+塩酸

ﾓﾙﾋﾈ）

なし はい レノグラスチム 100

1９ 5７ 女性 呼吸器 はい あり 初回 治療だからﾋﾋ方ない あり あり なし なし いいえ レノグラスチム 100

2０ 5８ 女性 呼吸器 はい なし 2回目以上 治療だから仕方ない なし なし なし あり いいえ フィルグラスチム 7５

2１ 5５ 男性 呼吸器 いいえ あり 2回目以上 治療だから仕方ない あり なし なし なし いいえ ナルトグラスチム 5０

2２ 6０ 男性 呼吸器 いいえ なし 2回目以上 今までインスリンも打っているか
ら痛<ない

あり なし あり（ﾎﾞル
ｸﾚﾝ錠）

なし はい フィルグラスチム 7５

2３ 6１ 男性 呼吸器 はい あり 2回目以上 治療だから仕方ないけど痛くない
ほうがよい

あり あり なし あり いいえ フィルグラスチム 7５

2４ 6６ 男性 呼吸器 はい あり 2回目以上 痛いし大嫌い.なるべくしたくない あり あり なし あり はい レノグラスチム 100

2５ 6９ 男性 呼吸器 いいえ あり 2回目以上 治療だから仕方ない あり あり なし なし いいえ レノグラスチム 1００

2６ 7０ 男性 呼吸器 はい あり 2回目以上 少しでも痛くないほうがよい あり なし なし あり いい
－

え フィルグラスチム 7５

2７ 7３ 男性 呼吸器 いい
－

え あり 2回目以上 大して痛いと思わない なし あり なし あり はい フィルグラスチム 7５


